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公共事業評価の流れ 

＜事業進捗と事業評価の流れ（公共事業（直轄河川事業等））＞ 

事業実施 供用 計画段階 

（５年継続） 

（３年未着工） （再評価後３年経過毎） （完了後５年以内） 

（新規事業採択） （着工） （完了） 

新規事業採択時評価 事後評価 再評価 計画段階評価 

【計画段階評価】       新規事業採択時評価の前段階において、政策目標を明確化した上で、複数案の比   
                較・評価を行うもの。 
 

【新規事業採択時評価】  新規事業の採択時において、費用対効果分析を含め総合的に実施するもの。 
 

【再評価】           事業継続に当たり、必要に応じて見直しを行うほか、事業の継続が適当と認められ 
                ない場合には事業を中止するもの。 
                 【再評価後３年経過した事業：最上川水系直轄河川改修事業】 
                 【再評価後３年経過した事業：最上川中流消流雪用水導入事業(岩ヶ袋地区)】 
 

【完了後の事後評価】        事業完了後の事業の効果、環境への影響等の確認を行い、必要に応じて、適切な 
                改善措置、同種事業の計画・調査のあり方等を検討するもの。  

※本省実施 ※流域委員会実施 ※流域委員会実施 
 

※流域委員会実施 
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（第13回最上川水系流域委員会） 

平成19年6月 事業再評価 最上川直轄河川改修事業 
平成19年6月 事業再評価 長井ダム建設事業 

（第15回最上川水系流域委員会） 

平成23年11月 事業再評価 最上川直轄河川改修事業 
平成23年11月 事業再評価 長井ダム建設事業 

※最上川直轄河川改修事業は、河川整備計画に含まれる事業全体（ダムを含む）で事業評価を実施 

※最上川直轄河川改修事業は、河川整備計画に含まれる事業全体（ダムを含む）で再評価を実施 

（平成14年11月 最上川水系河川整備計画策定） 

（第19回最上川水系流域委員会（今回）） 

平成26年11月 事業再評価 最上川直轄河川改修事業 
※経過措置3年により、H26年度に再評価実施 

※最上川直轄河川改修事業は、河川整備計画に含まれる河川改修事業で再評価を実施 

H22.4.1以前 
再評価 5年毎 

平成22年4月1日 
公共事業評価実施要領改定 
（再評価サイクル短縮等） 

H22.4.1以降 
再評価 3年毎 

平成26年12月 東北地方整備局事業評価監視委員会において、本結果を報告予定 

1.最上川水系河川整備計画（大臣管理区間）事業再評価の流れ 

2 



0

5

10

15

20

25

30

35

19
77

19
82

19
87

19
92

19
97

20
02

20
07

20
12

2.社会情勢等の変化【洪水の発生状況】 
 最上川流域は降水量の多い地域ですが、短時間降雨の頻度も増加しています。 
 平成25年7月、平成26年7月と2ヵ年連続と洪水が発生しています。 

 ● 年間降雨量は流域平均で約2,300mm 
 ● 月山、鳥海山、吾妻山水系は約2,500mm以上の多雨域 
 ● 全国平均（約1,800mm)と比較しても多雨地帯 

年平均等雨量分布図 

最上川の降雨特性 

降雨量の変化（増大） 
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発
生
回
数 

1976～1985年 

平均12.9回 

2006～2013年 

平均16.4回 

1996～2005年 

平均17.1回 1986～1995年 

平均14.1回 

年 

大久保第二遊水地 

大久保 
第一遊水地 

大旦川排水機場 

平成25年7月洪水 

内水浸水 
荒砥鉄道橋付近（白鷹町） 

最上川 

平成26年7月洪水 

あらとてつどうきょう 

越流状況 

（平成25年7月洪水） 
下野観測所で観測史上第2位となる
水位（16.66m）記録した洪水。 

越流状況（7/18 １２：２０） 

（平成26年7月洪水） 
小出観測所において羽越豪雨（昭和42年8月洪水）以降、
47年ぶりに避難判断水位を超過し、観測史上第4位の水位
（12.61m）を記録 3 

通常時 

最上川 

観測 

(28地点) 日降水量100mm以上の発生回数（山形県アメダス地点） 時間30mm以上の発生回数 

1977～1985年 

平均7回 

1986～1995年 

平均6.9回 

1996～2005年 

平均11.3回 

2006～2013年 

平均14.9回 
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※山形県地方気象台提供データに基づいて、山形河川国道事務所が作成。 
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観測 

(26地点) 

年 

※山形県地方気象台提供データに基づいて、山形河川国道事務所が作成。 
 気象庁が定義する「激しい雨（30mm/h）」で作成。 
 （2002年に楯岡から村山に移設） 



2.社会情勢等の変化【洪水の発生状況】 

 
東北地方に停滞した梅雨前線に向かう暖かく

湿った空気や上空の寒気の影響で、山形県を中
心に17日夜半から2日間に渡り雨が降り続きまし
た。降り始めからの総雨量（17日・18日の2日
間）は最上川流域の大井沢雨量観測所で 251ミ
リ、日暮沢雨量観測所で291ミリ。大井沢雨量観
測所では日降雨量の観測史上第１位を記録する
など記録的な大雨となりました。 

大石田・下野観測所地点で、羽越豪雨（昭和42年
8月洪水）に次ぐ観測史上 「第2位」の水位を記録。 

大石田水位観測所 

順位 生起年月 水位（ｍ）

第1位 昭和42年　8月 15.94
第2位 平成25年　7月 15.62
第3位 昭和44年　8月 15.26
第4位 昭和32年　7月 15.22
第5位 平成26年　7月 15.19
第6位 平成14年　7月 15.10
第7位 昭和31年　7月 15.05
第8位 平成 9年　6月 14.94
第9位 昭和40年　7月 14.80
第10位 昭和33年　9月 14.78

順位 生起年月 水位（ｍ）

第1位 昭和42年　8月 15.80
第2位 昭和31年　7月 15.25
第3位 昭和32年　7月 15.10
第4位 昭和33年　9月 14.80
第5位 昭和40年　7月 14.55
第6位 平成25年　7月 14.40
第6位 平成26年　７月 14.40
第8位 昭和41年　7月 14.18
第9位 平成16年　7月 13.96
第10位 昭和28年　8月 13.95

山形県

酒田市酒田市

山形市山形市

米沢市米沢市

新庄市

長井市

村山市

寒河江市

高屋

尾花沢市

東根市

天童市

上山市

南陽市

両羽橋

大久保遊水地

山形県

酒田市酒田市

山形市山形市

米沢市米沢市

新庄市

長井市

村山市

寒河江市

高屋

尾花沢市

東根市

天童市

上山市

南陽市

両羽橋

大久保遊水地

酒田市酒田市

山形市山形市

米沢市米沢市

新庄市

長井市

村山市

寒河江市

高屋

尾花沢市

東根市

天童市

上山市

南陽市

両羽橋

大久保遊水地

長井ダ
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順位 生起年月 水位（ｍ）

第1位 昭和42年　8月 13.50
第2位 昭和31年　7月 12.88
第3位 昭和33年　9月 12.67
第4位 平成26年　7月 12.61
第5位 昭和33年　9月 12.58
第6位 昭和40年　7月 12.43
第7位 平成  5年　8月 12.26
第8位 昭和32年　7月 12.25
第9位 昭和41年　7月 12.20
第10位 昭和61年　8月 12.18

小出水位観測所 長崎水位観測所 

下野水位観測所 

順位 生起年月 水位（ｍ）

第1位 昭和42年　8月 16.87
第2位 平成25年　7月 16.66
第3位 昭和32年　7月 16.13
第4位 昭和44年　8月 15.26
第5位 平成14年　8月 16.12
第6位 昭和56年　6月 16.00
第7位 平成 9年　6月 15.96
第8位 平成26年　7月 15.78
第9位 昭和61年　8月 15.77
第10位 昭和40年　7月 15.60

 

梅雨前線の影響により、長井・南陽地区を中心に
9日明け方から雷を伴った非常に激しい雨が降り、小
出観測所では3時間降水量125mm、24時間降水量
233mmを記録。（長井観測所〈気象庁〉では、3時間
降水量と24時間降水量で統計開始以降1位の記録
を更新） 

小出観測所では羽越豪雨（昭和42年8月洪水）以
降、観測史上第4位の水位を記録。47年ぶりに避難
判断水位を超過した。 
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●平成25年7月洪水 

●平成26年7月洪水 



・平成25年7月の洪水では、最上川中流部の皿島地区、畑地区、最上川上流部の長島地区、百目木地区等で浸水被
害が発生したほか、支川では、吉野川沿川の南陽市で浸水家屋100戸を超える甚大な被害が発生しました。 

・平成26年7月洪水は、最上川上流部の百目木地区で浸水被害が発生したほか、支川吉野川においては、平成25年
7月の洪水に続いて、2年連続で浸水家屋100戸を超える甚大な被害が発生しました。 

鮭川 

酒田市 
鶴岡市 

庄内町 

大蔵村 

戸沢村 

鮭川村 

新庄市 

舟形町 

大石田町 

村山市 

最上町 

真室川町 

金山町 

寒河江市 

山形市 

上山市 

天童市 
東根市 

中山町 山辺町 

大江町 

西川町 

朝日町 

白鷹町 

南陽市 

長井市 

川西町 
米沢市 

高畠町 

河北町 

飯豊町 

尾花沢市 

須川 

米沢市街地 

南陽市街地 

長井市街地 

山形市街地 

寒河江市街地 

天童市街地 

新庄市街地 

鶴岡市街地 
酒田市街地 

最上狭窄部 

大淀狭窄部 

河井山狭窄部 

荒砥狭窄部 

■両羽橋 

■古口 

■大石田 

■下野 

■小出 

赤川 

■糠野目 

最上川 

大久保遊水地 

（洪水調節施設） 

【百目木地区】 

最上川 

最上川 
最上川 

平成25年7月出水 
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・平成25年7月の洪水では、最上川中流部の皿島地区、畑地区、最上川上流部の長島地区、百目木地区等で浸
水被害が発生したほか、吉野川上流部（山形県管理区間）において、甚大な被害が発生した。 

また、平成26年7月の洪水でも沿川で浸水被害が発生しました。 

・・・主な市街地 

（百目木地区浸水被害） 

・床下浸水8戸 

（畑地区浸水被害） 
・浸水面積 約29ha 
・床上浸水1戸 
・床下浸水7戸 

※ラジコンヘリによる空撮 

7/18 17時50分 

最上川 

＜浸水被害箇所＞ 

※数値等は速報値です。今後の精査等により変更をする場合があります 

畑地区（新庄市） 

平成25年7月出水 

（長島地区浸水被害） 

・床下浸水6戸 

長島地区（村山市） 

←

最
上
川 

平成25年7月出水 

平成25年7月出水 

百目木地区（大江町） 

平成25年7月出水 平成26年7月出水 

平成26年7月出水 

2.社会情勢等の変化【洪水の発生状況】 
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蔵増地区（天童市） 

飯塚地区（山形市） 

②南陽市街地冠水 

⑥県道吉野橋下流右
岸越水 

吉野川 

南陽市街地冠水（南陽市） 

平成25年7月出水 

県道吉野橋下流右岸 
越水状況（南陽市） 

最上川 

（皿島地区浸水被害） 
・浸水面積 約0.5ha 

最上川 
平成25年7月出水 

皿島地区（戸沢村） 



2.社会情勢等の変化【洪水の発生状況】 

 最上川流域では、昭和42年8月洪水（羽越豪雨）、昭和44年8月洪水により甚大な浸水被害が発生していま
す。近年においても平成9年6月、平成14年8月、平成16年9月、平成25年7月、平成26年7月洪水により、被
害が発生しており、治水安全度の向上が必要となっています。 

洪  水 

生起年月 
原因 

両羽橋地点 

被害状況 
流域平均 

2日雨量 

（mm） 

実績流量 

（m3/s） 

大正2年8月 
台風+ 

前線 
130.0 5,665 

家屋流失6戸、浸水537戸、堤防決壊・破損1,339m、 

道路損壊3,049m、橋梁流失5ｹ所 

昭和42年8月 

前線+ 

低気圧 

  

127.9 3,228 

死者8名、負傷者137名、全壊流失167戸、 

半壊床上浸水10,818戸、床下浸水11,066戸、 

農地浸水10,849ha、宅地等浸水2,330ha 

昭和44年8月 低気圧 149.2 6,067 

死者2名、負傷者8名、家屋全壊流失13戸、 

半壊床上浸水1,091戸、床下浸水3,834戸、 

非住家1,988棟 

昭和46年7月 温暖前線 104.4 3,645 

死者4名、負傷者6名、家屋全壊流失13戸、 

半壊床上浸水1,056戸、床下浸水5,383戸、 

一部破損14戸、非住家821棟 

昭和50年8月 寒冷前線 77.8 3,957 

死者5名、負傷者28名、家屋全半壊115戸、 

床上床下浸水788戸、農地浸水2,814ha、 

宅地等浸水593ha 

平成9年6月 台風8号 134.3 4,538 
床上浸水9戸、床下浸水72戸、宅地等浸水3.1ha、 

農地浸水1,612.5ha 

平成14年7月 
梅雨前線

+台風6号 
138.1 4,398 

家屋半壊1戸、床上床下浸水44戸、 

農地浸水284.7ha、宅地等浸水0.8ha 

平成16年7月 梅雨前線 111.4 5,499 
床上床下浸水99戸、農地浸水1,710.1ha、 

宅地等浸水0.3ha 

平成25年7月 低気圧 130.0 5,317 
負傷者3名、床上浸水21戸、床下浸水149戸、 

非住家129戸、農地浸水6,849ha 

平成26年7月 梅雨前線 91.0 3,251 

負傷者1名、家屋全壊1戸、家屋一部損壊1戸、 

床上浸水206戸、床下浸水525戸、非住家184戸、 

社会福祉施設6施設、その他 

荒砥橋付近における破堤状況 
（白鷹町箕輪田地区） 

荒砥橋 

荒砥鉄道橋 

最上川 

× 
破堤 

■昭和42年8月洪水（羽越豪雨） ■昭和44年8月洪水 

最上川の増水による家屋浸水状況 
（戸沢村古口地区） 

■平成9年6月洪水 

最上川の増水による道路冠水状況 
（大蔵村白須賀地区） 

■平成16年7月洪水  

最上川の増水による道路冠水状況 
（新庄市畑地区） 

須川の増水による内水状況 
（山形市志戸田地区） 

■平成25年7月洪水  ■平成26年7月洪水  

鮭川の増水による堤防決壊状況 
（鮭川村観音寺地区） 
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出典：※1「山形県60年間の異常気象」 ※2「水害統計」 ※3「山形県消防防災課災害年表」 ※4速報値 
注1：昭和42年の数値は、「山形県消防防災課災害年表」から死者数を、「水害統計」からその他の数値を引用。 
注2：昭和50年の数値は、「山形県消防防災課災害年表」から死者数、負傷者数を、「水害統計」からその他の数値を引用。 
 

※1 

※2、※3 

※3 

※2 

※2、※3 

※3 

※2 

※2 

※4 

※4 
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3.事業の進捗状況（概要） 

最上川の概要 

■流域面積  ：7,040km2（全国第９位） 

■幹川流路延長：229km（全国第７位） 

■流域内人口 ：約96万人（平成22年国勢調査） 

■流域内市町村：13市16町3村 
山形市，米沢市，鶴岡市，酒田市，新庄市，寒河江市，上山市，村山市，長井市，天童

市，東根市，尾花沢市，南陽市，山辺町，中山町，河北町，西川町，朝日町，大江町，

大石田町，金山町，最上町，舟形町，真室川町，大蔵村，鮭川村，戸沢村，高畠町，川

西町，白鷹町，飯豊町，庄内町 

■大臣管理区間：323.9km（最上川本川、支川） 

：治水の基準地点

：利水の基準地点

：治水の基準地点

：利水の基準地点

■河川整備計画の目標 
戦後発生した代表的な洪水である昭和42年8月洪水や昭和44年8月洪水と同規模の洪水
の発生に対して、外水はん濫による浸水被害を防止するとともに、水田等農地の浸水被害を
軽減することを目標とし、両羽橋地点における河道整備目標流量を7,000m3/sとする 

【流量配分図】 

河道整備目標流量：両羽橋7,000m3/s 

（単位：m3/s） 
■：基準地点 
●：主な地点 
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最上川河川改修事業の概要 

大久保 
遊水地 

完成 

堤防 
283km 
87.2% 

暫定堤防  
20km 
 6.1% 

未施工 22km 6.7% 

延長323.9km 
堤防約325km 

平成26年3月現在 7 



3.事業の進捗状況 

※堤防質的整備の必要性について 
 平成24年7月の九州の豪雨災害では、矢部川の堤防決壊、白川の越水被
害など、各地で様々な被害が発生しました。 
 この被害を契機に堤防の浸透に対する安全性などを全国の堤防等におい
て、堤防の緊急点検や緊急対策を実施しています。 
 最上川においても、河川管理施設等の機能を常に発揮できるように、堤
防の浸透に対する安全性が著しく低い箇所を優先に堤防質的整備（堤防浸
透対策）を実施します。 

■【河川整備計画（概ね30年間）の整備目標】 
 最上川本川については、上流部で戦後最大規模の洪水
である「昭和42年8月洪水（羽越豪雨）」と、中流～下流部
で戦後最大規模の洪水である「昭和44年8月洪水」と同規
模の洪水が再び発生した場合に想定される住家への氾濫
被害を防ぐとともに、農耕地については平成9年6月洪水と
同規模の洪水による冠水を極力軽減させることを整備目標
とし、上下流の治水安全度のバランスに配慮しながら段階
的に整備を進めます。また、堤防の質的整備を進めます。 

■【当面整備（概ね6年間）の整備目標】 
 平成9年6月洪水規模の洪水から家屋の浸水被害解消
を図るべく、中流部の堤防未整備区間の堤防整備をはじめ、
沿川に資産が集中している上流部の支川須川の河道掘
削・橋梁架替、堤防の質的整備等を実施します。また、平
成25 年、26 年の出水を受け、内水被害に対する対策及
び大規模な洪水被害をあった支川吉野川について、河道
掘削を実施します。 
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事例）堤防の決壊 
 矢部川（平成24年7月豪雨災害） 

矢部川堤防の決壊 

物理的な高さの確保に
加え、堤防の質的な高
さ（対浸透 等）も重要 

（※） 

農耕地も含めた整備目
標達成に必要な無堤部
の解消及び河道掘削等
の実施 

整備計画策定
（H14） 

現時点 
（H26） 

当面完了 
（H32） 

整備計画完成 
（H43） 時間的経過 

河川整備基本方針の目標に対応 

河川整備計画の目標である戦後最大規模である 
昭和42年、44年洪水規模まで対応（第2段階） 

平成9年洪水規模の治水安全度対応（第1段階） 

概ね30年間 

背後資産の大きい市街
地部を優先的に、築堤
による無堤部、弱小堤
防の解消等を図る 

治
水
安
全
度 



平成 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

●堤防質的整備 大川渡地区

荒輿屋地区

山寺地区

●河岸防御 水制工改築

白須賀地区

蔵岡地区

皿島地区

畑地区

金打坊地区

皿島地区

清水地区

古口地区

蔵岡地区

長島地区

百目木地区

糠野目右岸地区

長井地区

大淀分水路

村山・長井・川西・南陽地区

置賜地区

樽川排水樋門の改築

河川管理施設の改築

須川地区

吉野川地区

須川飯塚地区　
●橋梁架替

●河道掘削

●堤防質的整備

●老朽化施設対策

●狭窄部対策

●堤防量的整備

●河道掘削

下
流
部

（
庄
内
地
域

）

新堀、大宮、砂越、飛鳥、相沢川、槇
島、堀野、竹田、臼ヶ沢地区

中
流
部

（
最
上
地
域

）

上
流
部

（
村
山
・
置
賜
地
域

）

●老朽化施設対策

●河道掘削

●堤防量的整備

整備メニュー
第二段階第一段階

当面の整備

概ね1/10規模対応 整備計画規模対応

3.事業の進捗状況 

H25.7、H26.7洪水を契機に、治水安全度向上として下記のとおり事業実施時期を大幅に見直し。 
・洪水による内水被害があった箇所、対策の必要な箇所について、樋門改築等の老朽化対策を含めた内水対策を実施。 
・甚大な被害のあった支川吉野川について、上流部を管理する山形県と調整しながら水位を低減させる河道掘削を実施。 
・堤防の浸透に対する安全性が著しく低い箇所について、堤防質的整備を実施。 

河岸防御の水制工被災による改築 
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〈前回（H23）評価時点からの整備事業スケジュールの変更点について〉 

当初の整備事業スケジュールの内、洪水発生により変更した整備（    ） 

老朽化施設対策（内水対策）優先 

老朽化施設対策（内水対策）優先 

吉野川水位低減対策優先 

堤内地の利用計画変更による堤防整備 

下流域の流下能力向上後に変更（H25.7洪水対応後） 

河川管理施設等（堤防）の機能維持のための堤防質的整備の実施 

１０月３０日 

上段：前回評価（H23）時点 
下段：今回評価（H26） 

平成 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

●堤防質的整備

（大川渡地区）

（荒輿屋地区）

（山寺地区）

●河岸防御 水制工の改築

●堤防量的整備

（白須賀地区）

（蔵岡地区）

（皿島地区）

（畑地区）

（金打坊地区）

●河道掘削

●堤防質的整備

●老朽化施設対策 内水対策等

（蔵岡地区）

●堤防量的整備

(長島地区）

(百目木地区）

(糠野目右岸地区）

●河道掘削

（長井地区）

（須川地区）

（吉野川地区）

●堤防質的整備

（村山、置賜地区）

●橋梁架替

（須川地区）

●狭窄部対策 （大淀分水路）

●老朽化対策 （河川管理施設）

（大旦川排水機場）

（河川管理施設）

（樽川排水樋門）

中
流
部

（
最
上
地
域

）

上
流
部

（
村
山
・
置
賜
地
域

）

整備メニュー
第一段階 第二段階

下
流
部

（
庄
内
地
域

）

概ね1/10規模対応 整備計画規模対応

当面の整備

水制工（河岸防御）被災による改築 

老朽化対策（内水対策）優先 

堤内地の利用計画変更による堤防整備 

大淀下流域の流下能力向上後に実施
（H25.7洪水対応後） 

老朽化対策（内水対策）優先 

吉野川水位低減対策優先 



3.事業の進捗状況 

 「最上川水系河川整備計画」では、過去の水害発生状況、流域の重要度やこれまでの整備状況、地域特性
などを総合的に勘案し、「最上川水系河川整備基本方針」で定めた目標に向けて、上下流の治水安全度バ
ランスを確保しつつ、段階的かつ着実に整備を進め、洪水による災害に対する安全性の向上を図ることと
しています。 

当面整備 
（H27～H32） 
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〈河川整備計画（概ね30年間）の整備スケジュールについて〉 

堤防量的整備

堤防質的整備

河道掘削

水制工改築
老朽化施設対策

堤防量的整備(農耕地含む)

堤防量的整備

河道掘削

老朽化施設対策 老朽化施設対策
堤防質的整備 堤防質的整備

堤防量的整備

堤防量的整備(農耕地含む)

大淀分水路

河道掘削（吉野川）

河道掘削（須川）

河道掘削

老朽化施設対策

堤防質的整備 堤防質的整備

第一段階(H9洪水規模対応) 第二段階(既往最大洪水対応(整備計画))

河川整備計画（概ね30年間）の主な整備スケジュール

整備計画策定 現時点 当面整備完了 整備計画完成
（H14） (H26) (H32) (H43)

(

庄
内
地
域
）

下
流
部

(

最
上
地
域
）

中
流
部

(

村
山
・
置
賜
地
域
）

上
流
部



3.事業の進捗状況（庄内地域） 
（最上川下流） 
 支川京田川の引堤（平成24年度完成）が完了。 
 当面整備（平成27～32年度）として、堤防の質的整備を進めていきます。 
 また、局所洗掘により被災した水制工の改築も実施します。 

堤防量的整備（左
岸1.0～5.0km） 

橋梁架替 
（3.0km） 

排水機場改築 
（鈴川） 

堤防質的整備 
（右岸17.0～17.9km） 

堤防質的整備 
（左岸13.3～16.5km） 

堤防質的整備 
（左岸7.4～9.8km） 

堤防質的整備 
（右岸18.5～20.6km） 

堤防質的整備 
（右岸21.5～26.3km） 

堤防量的整備 
（右岸22.2～22.4km） 
（右岸23.2～24.0km） 

河道掘削 
（26.4～28.2km） 

河道掘削 
（12.4～14.6km） 

河道掘削 
（6.0～12.4km） 

河道掘削 
（左岸1.0～5.0km） 

水制工の改築 
（13基） 

酒田ブロック 
飽海ブロック 

京田川ブロック 

H24完成 

HH24完成 

H16～H17完成 

事業完了 

第一段階（当面の整備） 

第二段階（概ね３０年） 

堤防質的整備 
（右岸6.8～14.1km） 

堤防量的整備
（左岸5.0km） 

（引堤事業） 

山形県 

酒田市 酒田市 

山形市 山形市 

米沢市 米沢市 

新庄市 

長井市 

村山市 

寒河江市 

高屋 

尾花沢市 

東根市 

天童市 

上山市 

南陽市 

両羽橋 

大久保遊水地 

山形県 

寒河江市 

高屋 

大久保遊水地 

酒田市 

山形市 

米沢市 

新庄市 

長井市 

村山市 

高屋 

尾花沢市 

東根市 

天童市 

上山市 

南陽市 

最
上
川

上
流
 

出羽大橋 

最
上
川 

京
田
川 

2k 

3k 

4k 

5k 
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H24完成 

H24～ 

H27～ 



3.事業の進捗状況（最上地域） 

事業完了 

第一段階（当面の整備） 

第二段階（概ね３０年） 

戸沢ブロック 最上ブロック 大淀ブロック 

鮭
川

ブ
ロ
ッ

ク
 

堤防量的整備 
 （皿島地区） 

堤防量的整備 
 （蔵岡地区） 

堤防量的整備 
 （畑地区） 

堤防量的整備 
 （作の巻地区） 

堤防量的整備 
 （鶴の子地区） 

堤防量的整備 
 （サス崎地区） 

堤防量的整備 
 （金打坊地区） 

堤防量的整備 
 （畑地区） 

堤防質的整備 
 （古口地区） 

堤防量的整備 
 （観音寺地区） 

堤防量的整備 
 （真室川地区） 

堤防量的整備 
 （蟻喰地区） 

河道掘削 
（21.4～22.4km） 

河道掘削 
（0～10.2km） 

堤防量的整備 
 （白鷺・大向地区） 

特殊堤改築 
 （大石田地区） 

特殊堤改築 
 （横山地区） 

堤防質的整備 
 （川口地区） 

H17～H18完成 

H18～H23完成 

H21完成 

H14～H23完成 

H14～H15完成 

H21～ 

H14～H23完成 

堤防量的整備 
 （庭月地区） 

堤防質的整備 
 （真室川地区） 

堤防質的整備 
 （木の下地区） 

2.0～3.0km 

1.0～1.3km 

10.7～
10.8km 

13.0～
20.1km 

15.0～6.0km 

1.2～1.4km 

山形県 

酒田市 酒田市 

山形市 山形市 

米沢市 米沢市 

新庄市 

長井市 

村山市 

寒河江市 

高屋 

尾花沢市 

東根市 

天童市 

上山市 

南陽市 

両羽橋 

大久保遊水地 

山形県 

寒河江市 

高屋 

大久保遊水地 

酒田市 

山形市 

米沢市 

新庄市 

長井市 

村山市 

高屋 

尾花沢市 

東根市 

天童市 

上山市 

南陽市 

最
上

川
上
流
 

最上川 

平成25年7月18日撮影 

畑地区 

最上川中流の概要 
当面の整備として、老朽化対策（内水対策）
と堤防の量的整備を中心に実施します。 
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（最上川中流） 
 当面整備（平成27～32年度）として、家屋浸水対策及び農耕地浸水対策

の堤防の量的整備を引き続き実施します。 
 また、老朽化対策（内水対策）も実施します。 

H29～ 

H21～ 

H31～ 

河道掘削 

平成25年7月18日撮影 

皿島地区 



3.事業の進捗状況（村山地域） 

大淀ブロック 

H23～H26完成 

事業完了 

第一段階（当面の整備） 

第二段階（概ね３０年） 

老朽化対策 
（大旦川排水機場） 

H21 

村山河道掘削 

H21完成 

H21～H22完成 

大富築堤 
暫定堤解消 

H21～H22完成 

H12～H20完成 

村山ブロック 朝日ブロック 

H26～ 

（水位低減対策） 
分水路     

 9
6

.4
 

1
0

1
.5

 

 9
6

.4
 

1
0

0
.2

 

堤防量的整備 
（長島地区）   

（暫定堤解消） 
谷地築堤     

1
3

5
.9

 

（無堤部解消） 
築堤 

百目木築堤     

 1
3

5
.2

 

 須
川

 3
.2

 

（無堤部解消） 
 引堤・築堤 
文新田築堤     

押切築堤事業 
無堤部解消 
（農耕地） 

荒小屋築堤 
暫定堤防解消 

（水位低減対策） 
河道掘削等  
村山野川  

 村
山

野
川

 

村
山

野
川

 

村山野川築堤 
暫定堤解消 

荷口川 
築堤に伴う樋門改築 

（内水対策） 

堤防質的整備 
（皿沼地区） 

堤防質的整備 

山形県 

酒田市 酒田市 

山形市 山形市 

米沢市 米沢市 

新庄市 

長井市 

村山市 

寒河江市 

高屋 

尾花沢市 

東根市 

天童市 

上山市 

南陽市 

両羽橋 

大久保遊水地 

山形県 

寒河江市 

高屋 

大久保遊水地 

酒田市 

山形市 

米沢市 

新庄市 

長井市 

村山市 

高屋 

尾花沢市 

東根市 

天童市 

上山市 

南陽市 

最
上

川
上
流
 

平成25年7月19日撮影 

最
上
川 

平成25年7月18日撮影 

最
上
川 

平成25年7月18日撮影 
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（最上川上流：村山地域） 
 当面整備（平成27～32年度）は、家屋浸水対策を目的とする長島地区の堤防量的整備を実施します。 
 流下能力向上を目的とする支川須川の河道掘削及び飯塚橋の架け替えを実施します。 
 また、老朽化対策（内水対策）も実施します。 

H24～ 

H12～H16完成 

須川ブロック 

H21 一部実施 

 須
川

 0
.5

 

（暫定堤解消） 
引堤 

寺津築堤 
中野目築堤 

須
川

 
0

.0
 

須
川

 
1

.9
 

（河積阻害構造物改築） 
鉄道橋（7.9k）  

須川鉄道橋改築事業  

橋梁架替 
（飯塚地区）  

須川河道掘削   

H12～H21完成 

須川河道掘削   

長崎築堤 
無堤解消 

H14 

樽川樋門改築 
（老朽化対策） 

堤防質的整備 

H20～H21完成 

H20～H21完成 
H14完成 

H25～ 

H31～ 

H30～ 



3.事業の進捗状況（置賜地域） 

（無堤部解消） 
八木橋築堤 （農耕地）  

（無堤部解消） 
上新田築堤（農耕地）   

堤防量的整備 
（糠野目右岸地区） 

糠野目左岸築堤事業 
無堤部解消 

H21 

河道掘削 

河道掘削 

H21完成 

梨郷築堤事業 
無堤部解消 

H21完成 

（無堤部解消） 
河井山右岸築堤 

H21完成 
西大塚築堤事業 

無堤部解消 

河井山左岸築堤事業 
無堤部解消 

H21完成 

H23～H24完成 

河道掘削 

河道掘削 

長井ブロック 朝日ブロック 川西・南陽ブロック 

事業完了 

第一段階（当面の整備） 

第二段階（概ね３０年） 

H19～H20 

 1
6

5
.9

 

 1
7

0
.6

 

 1
8

3
.8

 

 1
7

5
.4

 

高玉・白兎築堤事業 
無堤部解消（農耕地） 

 1
6

5
.9

 

 1
8

1
.4

 

河道掘削 

長井堤防強化 

H21完成 

（無堤部解消） 
森地区築堤事業 

（無堤部解消） 
日の出築堤 

河道掘削 
（吉野川地区） 

 吉野川 

 吉野川 

水位低減対策 
河道掘削 

水位低減対策 
河道掘削 

堤防質的整備 

山形県 

酒田市 酒田市 

山形市 山形市 

米沢市 米沢市 

新庄市 

長井市 

村山市 

寒河江市 

高屋 

尾花沢市 

東根市 

天童市 

上山市 

南陽市 

両羽橋 

大久保遊水地 

山形県 

寒河江市 

高屋 

大久保遊水地 

酒田市 

山形市 

米沢市 

新庄市 

長井市 

村山市 

高屋 

尾花沢市 

東根市 

天童市 

上山市 

南陽市 

最
上

川
上
流
 

平成26年7月12日撮影 

森地区堤防完成 

最
上
川 

平成26年7月11日撮影 

平成26年7月出水被害状況 

平成26年7月12日撮影 

無堤箇所 
糠野目右岸 

平成26年7月12日撮影 

無堤箇所 
白川右岸 

最上川 
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（最上川上流：置賜地域） 
 当面整備（平成27～32年度）は、家屋浸水対策を目的とする置賜白川右岸等の堤防量的整備を実施します。 
 また、上流部の南陽市街地で甚大な被害のあった支川吉野川において、流下能力向上を目的とする河道掘削を実施します。 

H26～ 

H30～ 

H25～ 
H19～H20完成 

H13完成 



最 

上 

川 

出羽大橋（国道112号） 

京 

田 

川 

酒田市街地 

両羽橋 

事業箇所 

酒田市 

坂野辺地区 

最上川 

京田川 

羽 

河道掘削 

出 

橋 
大 

引堤 

 約 40m 
 約 90m 

浸水戸数約１,５００戸 

掘削 

 引堤事業の目的 

整備前は、S46年と 
同規模の洪水が流れると 

破堤の危険 

約 130m 

護岸 

新堤  

浸水戸数 ０ 戸 

S46年と同規模の 
洪水が起きても 

安全の確保 
引
堤
工
事 

3.事業の進捗状況 流下能力向上：京田川引堤（S60～H24完成） 

昭和46年7月洪水浸水状況 

（京田川引堤） 
  事業期間 ： S60～H24 
  事業箇所 ： 左岸  1.4km～5.2km 
  事業内容 ： 築堤（引堤） 約3,800m 
                    河道掘削 約618,000m3 
                    橋梁架替 2橋         

 ： 事業箇所 

出羽大橋 

最
上
川 

京
田
川 

2k 

3k 

4k 

5k 

平成25年7月撮影 

最上川 

京田川地区 
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 京田川整備計画の目標流量800m3/s（戦後最大の昭和46年7月洪水相当）を安全に流す

ため、引堤、河道掘削及び、出羽大橋架替を実施しています。 

出羽大橋架替 

きょう でん 



近年も度々出水による浸水被害が発生していた庭月地区等で、築堤による無堤部解
消を実施し、浸水被害の軽減を図っています。 

平成21年7出水状況 

観音寺地区・庭月地区 無堤部
解消 

観音寺地区 

庭月地区 

約1,000mの築堤整備により、平成21年7月出水
における浸水被害（約20ha）を解消 

約2,000mの築堤整備により、平成21年7月出水にお
ける浸水被害（約140ha）を解消 

左右岸の築堤整備により、約160haの浸水被害を解消 

  

C 

D 

A 

鮭川 

堤防 
総浸水面積   140ha          なし 
      （平成21年7月出水）      （平成25年7月出水） 

54.826ｍ 

140ha 
H21 7月 高水位 

H25 7月 高水位 HWL-1.72ｍ 

HWL-2.04ｍ 

▽ 
三 

HWL 

D C 

河川 

真室川 

H21 7月 高水位 

H25 7月 高水位 HWL-1.85ｍ 

57.823ｍ 

HWL-2.04ｍ 20ha 

総浸水面積   20ha          なし 
       （平成21年7月出水）     （平成25年7月出水） 

▽ 
三 

HWL 
B A 

河川 

B 

L=約2,000m 

庭月地区堤防 

L=約1,000m 
観音寺地区堤防 

鮭川橋 

観音寺橋 

鮭川 

（観音寺地区堤防整備） 
  事業期間 ： H21～H23 
  事業箇所 ： 右岸  15.0km～16.0km 
  事業内容 ： 築堤 約1,000m 

（庭月地区堤防整備） 
  事業期間 ： H21～H23 
  事業箇所 ： 左岸 13.8km～15.2km 
  事業内容 ： 築堤 約2,000m         

（鮭川橋右岸から対岸方向） 

平成25年7出水状況 

鮭川 

最上川 

（鮭川） 
観音寺地区 
庭月地区 

事業効果 

事業効果 
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3.事業の進捗状況 堤防量的整備：観音寺・庭月地区（H23完成） 
かん  のん  じ にわ つき 



森地区 

最 

上 

川 

長井市街地 

国 
道 
2 
8 
7 
号 

長井市街地 

最 
上 

川 

国 
道 

2 
8 
7 
号 

森地区 

事業箇所 

（森地区堤防整備） 
  事業期間 ： H23～H24完成 
  事業箇所 ： 176.657km～177.865km 
  事業内容 ： 築堤 約1,200m      

 ： 事業箇所 

平成14年7月洪水出水状況 

平成26年7月撮影 

長井市街地 

森地区 

堤防完成 

最上川 

森地区 

▽計画高水位 

無堤 

▽計画高水位 

新設 

堤防整備のイメージ（無堤部における堤防の新設） 

整備前の浸水面積：12ha 整備後の浸水面積：0ha 

平成14年7月洪水相当の水位に対して 

整備前：約12ha浸水 ⇒整備後：0ha 
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事業効果 

 森地区における家屋及び国道の浸水被害軽減を図るため、堤防整備を実施し、

当地区で近年最大規模の平成26年7月洪水に対して浸水被害が解消されます。 

3.事業の進捗状況 堤防量的整備：森地区（H23～H24完成） 
もり 



22.0k 

浸水想定範囲 

近年出水名 
床上浸水 

(戸) 

床下浸水 

(戸) 
集落孤立化 

浸水面積 

(ha) 
公共交通機関 

想定氾濫 １８ ７２ 全域浸水 １７５ 県道３６１号 

H２５．７ ０ ０ なし ０ 

Ｈ２３．６ ０ ０ なし １ 

24.0k 

酒田市立 

地見興屋小学校 

堤体（礫質土）状況 

庄内町 

しょうないまち 

酒田市 
さかたし 

3.事業の進捗状況 堤防質的整備：大川渡地区（H24～   ） 
おお かわ ど 

 大川渡地区は昭和19年7月洪水により幅約1,000mにわたり堤防決壊しました。戦後
の物資機材不足の中、昭和25年に堤防が復旧されましたが、近年、堤防天端に縦断ク
ラック及び法面すべりが確認されました。解析調査の結果、堤防の安全性に不足が生
じていることから、堤防機能を確保すべく早急に置換工等の対策を実施します。 

最上川 

大川渡地区 

 堤体材は、川砂利が使用されており、特に堤体外側が締固
め密度不足の状態であることから、堤体材料の置換工の対策
を実施します。 
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3.事業の進捗状況 堤防質的整備：皿沼地区（H25～） 
さらぬま 

 皿沼地区の現堤防は、昭和21年～昭和33年に施工されました。堤防の点検・解析
調査の結果、堤防の安全性に不足が生じていることから、堤防機能を確保すべく早
急に堤防の浸透対策を実施します。 

最上川 

皿沼地区 

小学校 

老人保健施設 

幼稚園 

保育園 

保育園 

病院 

寒河江出張所 

皿沼地区 左岸堤防が破堤した場合に予想される浸水被害 

天童市 

中山町 

寒河江市 浸水想定エリア 

寒河江 Ｉ．Ｃ 

  
浸水想定エリア 

寒河江市 
  

高瀬橋 

中山町 

  

  

最
上

川
 

皿沼（上流）地区 

平成１４年７月 出水 平成１４年７月 出水 

東北横断自動車道 

  

寒河江市 

中山町 

中山町 

浸水想定エリア 

  

  

想定床上 
浸水（戸） 

想定床下 
浸水（戸） 

集落孤立化有無 
想定浸水 
面積（ｈａ） 

公共交通 
施設 

想定氾濫 ４５８ ４０８ 全域浸水 ６２５ 

東北横断 
自動車道 
国道１１２号 
ＪＲ左沢線 

学校等 

病院 

浸水想定範囲 

老人保健施設 

凡 例 

その他施設 

居住区域 

   浸水想定 
浸水面積   625ha 
浸水家屋   866戸 
氾濫人口  2,861人 
 主要公共交通施設   
   東北横断自動車道、 
   国道112号、ＪＲ左沢線 

対策工法 

▽H.W.L 

 遮水シート 
＋覆土ブロック 

 遮水矢板 

寒河江市 

L=100m 

皿沼（下流）地区 

長崎大橋 

最
上

川
 



最上川 

② 

① 

人家6戸 

人家11戸 

約 1.7ha 約2.5ha 約0.5ha 

約3ha 

浸水面積（ha）（輪中堤内で比較） 

平成20年度
事業着手 

① 

② 最上川 

位置図 

皿島地区 
人家6戸 

人家11戸 

写真は7月18日16時時点 

輪中堤 浸水被害
を低減！ 

平成9年6月

平成16年7月

平成25年7月

平成25年7月

（輪中堤が無い場合）

① 

最上川 

② 

最上川 

平成25年7月の洪水時の状況 
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 皿島地区（戸沢

村） 

で整備中の輪中堤に

より、今回出水では

浸水面積が約2.5haの

被害軽減効果があっ

たものと推定されま

す。 

3.事業の進捗状況 堤防量的整備：皿島地区（H21～） 
さら しま 

  ：浸水想定区域 

 皿島地区は無堤地区であり、人家が浸水被
害の危険にさらされています。堤防整備によ
り家屋の浸水被害を解消します。 



掘削した土砂は、堤防拡幅箇所や工業団地

造成等の盛土材として有効利用しています。 

平成14年7月洪水出水状況 
（山形市中野目地区） 

河道掘削状況 
（山形市中野目地区） 

須 
川 

須 

川 

堤防拡幅状況 
（河北町大富地区） 

▼

河道内の土砂を掘ります

▽平水位

掘削箇所

魚類等への影響等を考え、
平水位以上で掘削します。

洪水の妨げにならない樹
木は保全します。

河川の水位を低下させます

▽計画高水位

▽平水位瀬・淵は掘削しないた
め保全されます。
魚の生息場所が保全
されます。

鳥類の営巣木となってい
る河畔林を保全します。

営巣木を避けるため、対
岸で河道掘削を実施。

▼

河道内の土砂を掘ります

▽平水位

掘削箇所

魚類等への影響等を考え、
平水位以上で掘削します。

洪水の妨げにならない樹
木は保全します。

河川の水位を低下させます

▽計画高水位

▽平水位瀬・淵は掘削しないた
め保全されます。
魚の生息場所が保全
されます。

鳥類の営巣木となってい
る河畔林を保全します。

営巣木を避けるため、対
岸で河道掘削を実施。

（須川河道掘削） 
  事業期間 ： H17～ 
  事業箇所 ： 0.383km～9.107km 
  事業内容 ： 河道掘削 約350,000m3      

中山町 

山形市 

須 
川 

中野目橋 

旧堤防 

立 谷 川 

馬 見 ヶ 崎 川 

    事業箇所 平成21年9月撮影 

平成26年7月撮影 

最上川 

須川地区 
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 須川地区では引堤事業と合わせて、河道の掘削を行い、河川の流下能力の向上を図っています。 

3.事業の進捗状況 河道掘削：須川地区（H17～） 
す かわ 



  

最上川 

長島地区 

OY.27 
(98.942km) 

① 

② 

③ ④ 

98.343km 
(OY24+200) 

① 

③ 

② 

  ：浸水想定区域 
  ：平成25年7月洪水浸水区域 

④ 
98.942km 
(OY27) 

浸水エリア：約１６ｈａ 
床下浸水 ：住居１棟 
      非住家１棟 
床上浸水 ：非住家１棟 

  ：浸水想定区域 
  ：平成25年7月洪水浸水区域 

H25.7 浸水エリア 約25ha 

浸水エリア 約37.4ha 

家屋数 ４２戸 
浸水家屋数 ２６戸 

（住家数） 

用地A=4.4ha C=220 

築堤L=1,470ｍ C=726 

樋管 N=2基 C=150 

用地 A=2.2ha C=110 
用地補償 N=１戸 C=50 

▽計画高水位 

堤防整備のイメージ 

（無堤部における堤防の新設） 

築堤 

事業箇所 
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平成25年7月洪水相当の水位に対して 

整備前：約16ha浸水 ⇒整備後：0ha 

事業効果 

 長島地区では、平成25年7月洪水で畑作地等が約16haにわたり浸水し、果樹等
1.2haの農作物及び家屋等6戸の浸水被害（98.9km右岸）が発生しました。堤防整備
により家屋の浸水被害を解消します。 

3.事業の進捗状況 堤防量的整備：長島地区（H26～） 
なが  しま 

近年出水名 
床上 

浸水（戸） 
床下 

浸水（戸） 
集落孤立化 

有無 
浸水 

面積（ｈａ） 
公共交通 

施設 

S42.8出水 16 4 無 41 国道347号 

H25.7出水 ０ ６ 無 16 国道347号 

（長島地区堤防整備） 
  事業期間 ： H26～ 
  事業箇所 ： 右岸９７．８ｋ～１００．０ｋ 
  事業内容 ： 築堤 約1,500m 
          樋管2基 

※ 

※資料がないため、想定値 

←

最
上
川 



▽ 平 水 位 ▽ 平 水 位 

  ：浸水想定区域 
  ：平成25年7月洪水浸水区域 

H25.7 浸水エリア 約25ha 

浸水エリア 約37.4ha 

家屋数 ４２戸 
浸水家屋数 ２６戸 

（住家数） 

用地A=4.4ha C=220 

築堤L=1,470ｍ C=726 

樋管 N=2基 C=150 

用地 A=2.2ha C=110 
用地補償 N=１戸 C=50 

①吉野川右岸 No.8 から上流方向 

① 

⑤ 

⑤吉野川 JR鉄道橋下流 

②吉野川右岸 No.8 から下流方向 

② 

吉野川 簗場橋下流 

⑥ 

流向 ③ ④ 

③吉野川右岸 No.3 から上流方向 ④吉野川右岸 No.8 から下流方向 

A 

A 

Ａ－Ａ断面（No.6_1.2km） 

4 

0.4km 
0.6km 

0.8km 

1.0km 
1.2km 

1.4km 

1.6km 

1.8km 

 直轄区間では計画高水位付近まで水位が上昇したが、河川管理施設や外水氾濫等の被害
は発生していない。一方、上流の指定区間では、沿川で床下浸水1,467戸、床上浸水16戸
等の浸水被害が発生し、災害復旧等関連緊急事業（H25～H28）で再度災害防止を図るこ
ととしている。 

 平成25年7月、平成26年7月と度重なる洪水では、直轄区間で計画高水位付近まで水位が上昇したが、河川管
理施設や外水氾濫等の被害は発生していない。一方、上流の指定区間では、甚大な浸水被害が発生し、災害復
旧等関連緊急事業で再度災害防止を図ることとしています。山形県の復緊事業の進捗による直轄管理区間への
流量増加が伴うことから河道掘削を実施します。 

撮影：平成２５年７月１９日 

大臣管理区間 
国道１３号 

JR奥羽本線 

クリーンセンター 

掘削した土砂は、防災拠点施設の盛土材と

して有効利用します。 

■土砂の有効利用 V=180,000m3 

簗場橋 

⑤吉野川 JR鉄道橋下流 

（吉野川地区河道掘削） 
  事業期間 ： H26～ 
  事業箇所 ： 0km～1.8km 
  事業内容 ： 河道掘削 約180,000m3 

吉野川地区 

最上川 

河川の水位を低下させます 河道内の土砂を掘ります 

鳥類の営巣木となっている 
河畔林を保全します 

洪水の妨げにならない 
樹木は保全します 営巣林を避けるため 

対岸で河道掘削を実施 

瀬、淵は掘削しないため 
魚の生息場所が保全 
されます 

▽計画高水位 
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3.事業の進捗状況 河道掘削：吉野川地区（H26～） 
よし  の 

▽ 平水位 

▽ 平水位 

掘削土砂を側帯整備 
（防災拠点施設）に有効活用 

掘削箇所 掘削箇所 

▽ 平 水 位 ▽ 平 水 位 

河道掘削 河道掘削 ▽計画高水位 

魚類等への影響を考え 
平水位以上で掘削します 
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計画高水流量

整備計画目標流量

当面目標流量

酒田市 庄内町

8,000m3/s  

7,200m3/s  7,000m3/s  

6,600m3/s  

5,900m3/s  
5,400m3/s  

0
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右
岸

流
下

能
力

（
ｍ

3
/
se

c）

酒田市

計画高水流量

整備計画目標流量

当面目標流量

堤防質的整備

戸沢村

戸沢村

堤防質的整備 堤防質的整備

堤防質的整備 堤防質的整備

排水機場改築

河道掘削河道掘削 水制工の改築

河道掘削河道掘削 水制工の改築

■最上川下流部（庄内地域）の現況流下能力

第一段階（当面の整備）

第二段階（概ね３０年）

▲
支
川
相
沢
川

支
川
京
田
川
▼

支
川
立
谷
沢
川
▼

さ
み
だ
れ
大
堰

最
上
第
２
橋
梁

新
両
羽
橋

最
上
川
白
鳥
大
橋

庄
内
大
橋

庄
内
橋

出
羽
大
橋

最
上
川
橋

清
川
橋

： 計画高水流量

： 現況流下能力

： 当面目標流量
： 整備計画目標流量

3625.6億円
42637人

1.4億円
0人

47.1億円
253人

0.0億円
0人

0.0億円
0人

569.1億円
4997人

245.2億円
5354人

42.0億円
523人

0.0億円
0人

4.事業進捗の見込み 
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（H27～） 

（H24～） 

（H27～） 



皿島地区築堤
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se

c
）

計画高水流量

整備計画目標流量

当面目標流量

戸沢村 新庄市 大蔵村 舟形町 尾花沢市 大石田町

7,200m3/s  

7,100m3/s  

6,200m3/s  
6,000m3/s  

5,600m3/s  5,500m3/s  

6,600m3/s  

6,400m3/s  

4,900m3/s  
4,600m3/s  

4,100m3/s  

5,400m3/s  
5,200m3/s  

3,800m3/s  

3,400m3/s  

2,800m3/s  

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

30 34 38 42 46 50 54 58 62 66 70 74 78 82 86

右
岸

流
下

能
力

（
ｍ

3
/
se

c
）

戸沢村 新庄市 大蔵村

計画高水流量

整備計画目標流量

当面目標流量

尾花沢市

皿島地区築堤

舟形町 大石田町

サス崎地区築堤 老朽化施設対策

畑地区家屋移転

畑地区築堤 作の巻地区築堤 老朽化施設対策

河道掘削

金打坊地区築堤

蔵岡地区築堤

河道掘削

■最上川中流部（最上地域）の現況流下能力

第一段階（当面の整備）

第二段階（概ね３０年）

宅盤高が高く、

家屋浸水はなし

： 計画高水流量

： 現況流下能力

： 当面目標流量
： 整備計画目標流量

本
合
海
大
橋

銅
山
川
▼

角
川
▼

新
大
蔵
橋

古

口

大

橋

堀
内
橋

▲

鮭

川

鳥
川
大
橋

▲

小

国

川

舟
戸
大
橋

▲
丹
生
川

亀
井
田
橋

▲
朧
気
川

大
浦
橋

猿
羽
根
大
橋

黒
滝
橋

大
石
田
大
橋

虹
の
大
橋

23.5億
57人

21.8億
173人

19.7億
70人

20.2億
235人

0.2億
0人

215.3億
746人

0.3億
0人

6.4億
32人

0.8億
3人

5.5億
1人

426.1億
1414人

40.6億
174人

0.0億
450人

27.5億
116人

69.3億
284人

12.4億
42人

2.8億
4人

5.9億
29人

8.4億
58人

0.0億
0人

0.2億
0人

13.5億
56人

0.0億
0人

0.0億
0人

6.4億
22人

21.2億
98人

19.2億
45人

0.0億
0人

0.0億
0人

192.7億
754人

4.事業進捗の見込み 
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（H21～） （H29～） 

畑地区築堤（H21～） 

（H31～） 
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当面目標流量
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計画高水流量

整備計画目標流量

当面目標流量

長井市
村山市 河北町 寒河江市 大江町 朝日町 白鷹町 川西町

大石田町

百目木地区築堤

河道掘削

白兎地区築堤

河道掘削

高畠町 米沢市

押切地区築堤

河道掘削

上新田地区築堤

白川地区築堤

吉野川築堤及び河道掘削

高畠町 米沢市

河道掘削 河道掘削河道掘削

■最上川上流（村山・置賜地域）の現況流下能力

第一段階（当面の整備）

第二段階（概ね３０年）

宅盤高が高く、

家屋浸水はなし： 計画高水流量

： 現況流下能力

： 当面目標流量
： 整備計画目標流量

0.0億
0人

21.4億
77人

0.0億
0人

0.9億
15人

885.0億
2678人

674.4億
1778人

511.6億
1925人

56.0億
371人

107.8億
1557人

11.7億
175人

2.6億
34人

50.0億
192人

38.7億
82人

0.7億
0人

31.0億
383人

4.7億
37人

17.9億
102人

13.7億
93人

93.2億
301人

2.1億
40人

0.0億
0人

0.0億
0人

72.7億
393人

1.2億
44人

115.2億
1107人

17.6億
278人

0.7億
4997人

0億
0人

0億
0人

24.8億
166人

1026.0億
5807人

199.5億
2249人

2.6億
34人

343.7億
882人

0.2億
0人

1.3億
5人

0.9億
7人

13.7億
0人

40.6億
248人

0.1億
0人

26.1億
365人

117.7億
948人

150.1億
665人

64.6億
830人

3.3億
20人

0.0億
0人

24.1億
126人

561.5億
3483人
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吉野川河道掘削（H26～） 

糠野目右岸築堤 
（H30～） 

（H25～） 

（H26～） 

大久保遊水地 
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戸沢村 鮭川村

計画高水流量

整備計画目標流量

当面目標流量

河道掘削

真室川町

戸沢村 鮭川村 真室川町

鮭川地区築堤堤防質的整備

河道掘削

河道掘削
河道掘削

■最上川中流部支川鮭川の現況流下能力

第一段階（当面の整備）

第二段階（概ね３０年）

宅盤高が高く、

家屋浸水はなし

： 計画高水流量

： 現況流下能力

： 当面目標流量
： 整備計画目標流量

34.9億円
170人

6.3億円
82人

0.2億円
0人

0.8億円
6人

36.2億円
140人

20.2億円
235人

12.2億円
54人

10.3億円
56人

0.3億円
1人

8.2億円
64人

7.1億円
18人

114.8億円
264人

11.9億円
28人

4.事業進捗の見込み 
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天童市 山形市

右
岸

流
下

能
力

（
ｍ

3
/
se

c
）

計画高水流量

整備計画目標流量

当面目標流量

右
岸

流
下

能
力

（
ｍ

3
/
se

c
）

計画高水流量

整備計画目標流量

当面目標流量

中山町 山形市 中山町 山形市 山辺町 山形市

河道掘削

橋梁架替

須川上流地区築堤

橋梁架替

河道掘削

河道掘削 河道掘削

■最上川上流部支川須川の現況流下能力

第一段階（当面の整備）

第二段階（概ね３０年）

須
川
水
管
橋

三
郷
堰
水
管
橋

落
合
橋

鮨
洗
大
橋

中
野
目
橋

山
形
水
道
橋

須
川
橋

船
町
橋

船
塚
橋

須
川
鉄
道
橋

三
河
橋

反
田
橋

飯
塚
橋

▲
馬
見
ヶ
崎
川

▲
立
谷
川

▲
貴
船
川

■
鮨
洗

■
寺
津

： 計画高水流量

： 現況流下能力

： 当面目標流量
： 整備計画目標流量

107.8億
1557人

17.0億
287人

306.0億
1479人

336.8億
2059人

322.9億
3935人

1043.4億
6006人

191.2億
2242人

： 当面整備後流下能力

4.事業進捗の見込み 
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現況(H26) 河川整備計画完成
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約27,600世帯
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0
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24,000

27,000
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現況(H26) 河川整備計画完成

浸
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約17,400世帯

約300世帯
0

2,500

5,000

7,500

10,000

12,500

15,000

17,500

20,000

22,500

25,000

現況(H26) 河川整備計画完成

浸
水

想
定

面
積

（
h

a）

5.事業の投資効果【河川整備計画】 

床上 約16,200世帯 床上 約0世帯
床下 約11,400世帯 床下 約0世帯

約17,400ha 約300ha浸水面積

浸水世帯数 浸水世帯数

浸水面積

床上 約16,200世帯 床上 約0世帯
床下 約11,400世帯 床下 約0世帯

約17,400ha 約300ha浸水面積

浸水世帯数 浸水世帯数

浸水面積

 河川整備計画実施後には、上流部においては、昭和42年8月洪水（羽越豪雨）、中流～下流部においては、昭和
44年8月洪水と同規模の洪水に対して外水氾濫による床上浸水等の重大な家屋被害を防止し、農耕地の浸水被
害が軽減されます。 

河川整備計画前後の浸水世帯数 河川整備計画前後の浸水想定面積 

  目標 現況(H26) 整備後 

整備計画対象洪水※と 

同規模の洪水 

床上浸水世帯数 約16,200世帯 約0世帯 

床下浸水世帯数 約11,400世帯 約0世帯 

浸水想定面積 約17,400ha 約300ha 

※昭和42年8月洪水（羽越豪雨）、昭和44年8月洪水、昭和50年8月洪水(鮭川)及び 
 大正2年8月(須川) 

現況（H26） 整備計画実施後（H43） 

凡例 
整備計画対象洪水と 
同規模の洪水による 
浸水想定範囲 

農地浸水が残存する 
主な区域 

治水対策の実施 

「河川整備計
画事業」が完
了することに
よる効果 

85,200人

0人
0
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70,000

80,000
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現況(H26) 河川整備計画完成

人
口

（
人

）

390人

0人
0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

現況(H26) 河川整備計画完成
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現況(H26) 河川整備計画完成

人
口

（
人

）

想定死者数（避難率40%） 

想定死者数（避難率0%） 浸水範囲内人口 

想定死者数（避難率80%） 

約17,400ha 

約300ha 

現況（H26） 河川整備計画完成 現況（H26） 河川整備計画完成 

現況（H26） 河川整備計画完成 現況（H26） 河川整備計画完成 

現況（H26） 河川整備計画完成 現況（H26） 河川整備計画完成 

78人 

0人 

0人 

234人 

0人 

85,200人 

390人 

0人 
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5.事業の投資効果【当面事業（概ね6年間）】 

堤防の質的整備イメー
ジ 

▽計画高水位

新設

無堤

（無堤部における堤防の新設）

▽計画高水位
腹付・嵩上げ

高さ・断面不足

現堤防

（堤防断面不足箇所における断面拡築）

▽計画高水位

新設

無堤

（無堤部における堤防の新設）

▽計画高水位
腹付・嵩上げ

高さ・断面不足

現堤防

（堤防断面不足箇所における断面拡築）

堤防量的整備のイメージ 

▼

河道内の土砂を掘ります

▽平水位

掘削箇所

魚類等への影響等を考え、
平水位以上で掘削します。

洪水の妨げにならない樹
木は保全します。

河川の水位を低下させます

▽計画高水位

▽平水位瀬・淵は掘削しないた
め保全されます。
魚の生息場所が保全
されます。

鳥類の営巣木となってい
る河畔林を保全します。

営巣木を避けるため、対
岸で河道掘削を実施。

▼

河道内の土砂を掘ります

▽平水位

掘削箇所

魚類等への影響等を考え、
平水位以上で掘削します。

洪水の妨げにならない樹
木は保全します。

河川の水位を低下させます

▽計画高水位

▽平水位瀬・淵は掘削しないた
め保全されます。
魚の生息場所が保全
されます。

鳥類の営巣木となってい
る河畔林を保全します。

営巣木を避けるため、対
岸で河道掘削を実施。

河道掘削のイメージ 

堤防の質的整備イメージ 

目標 現況(H26) 当面の事業整備後 浸水解消 

床上浸水世帯数 約16,200世帯 約16,100世帯 約100世帯 

床下浸水世帯数 約11,400世帯 約11,500世帯 約0世帯 

浸水想定面積 約17,400ha 約17,300ha 約100ha 

約27,600世帯 約27,600世帯

24,000

24,500

25,000

25,500

26,000

26,500

27,000

27,500

28,000

現況(H26) 当面整備後

浸
水

世
帯

数
（
世

帯
）

約17,400世帯

約17,300世帯

17,000

17,100

17,200

17,300

17,400

17,500

現況(H26) 当面整備後

浸
水

想
定

面
積

（
h

a
）

当面整備計画前後の浸水世帯数 当面整備計画前後の浸水面積 

▽計画高水位 

護岸工 
浸食破壊の防止 

遮水矢板工 
河川からの浸透の防止 

遮水シート 
河川からの浸透の防止 

天端舗装 
降雨の浸透防止 

腹付け盛土 

浸透破壊・すべり破壊
の防止 

ドレーン工 
堤体の浸潤線を下げ、 
堤防を安定化する 

漏水や浸透に対する安全性を確保するための対策工法 
・堤体を対象とした強化工法 ⇒遮水シート、裏腹付け、ドレーン 
・基礎地盤を対象とした強化工法 ⇒遮水矢板 

※これらの工法のうち、箇所毎に最適な対策工法を選定 

約17,400ha 

約17,300ha 

（H32） （H32） 

説明です。破堤が想定される箇所は全て破堤させています。（当面B/Cは氾濫ブロック1破堤点設定） 
例えば、長島は整備前（床上1世帯、床下3世帯）が整備後0に、蔵岡は整備後一部完成堤となりますが、破堤
してしまえば、整備前後に関わらず78世帯床上のままです。 
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■当面の整備（概ね6年間）の整備内容 
 平成9年6月洪水規模の洪水から家屋の浸水被害解消を図るべく、中流部の堤防未整備区間の堤防整備をはじ
め、沿川に資産が集中している上流部の支川須川の河道掘削・橋梁架替等を実施します。また、平成25 年、
26 年の出水を受け、内水被害に対する対策及び大規模な洪水被害があった支川吉野川について、河道掘削を
実施します。 

約17,400ha

約17,000ha

16,000

16,200

16,400

16,600

16,800

17,000

17,200

17,400

現況（H26） 当面整備後（H32）

浸
水

想
定

面
積

（
h

a
）

目標 現況(H26) 当面の事業整備後 浸水解消 

床上浸水世帯数 約16,200世帯 約15,800世帯 約400世帯 

床下浸水世帯数 約11,400世帯 約11,400世帯 約0世帯 

浸水想定面積 約17,400ha 約17,000ha 約400ha 

当面整備計画前後の浸水世帯数 当面整備計画前後の浸水面積 

約27,600世帯

約27,200世帯

24,000

24,500

25,000

25,500

26,000

26,500

27,000

27,500

28,000

現況（H26） 当面整備後（H32）

浸
水

世
帯

数
（
世

帯
）

※当面の整備の効果（参考） 【堤防の量的整備】 

■長島地区 

当面整備計画流量 
2,800m3/s 

堤防整備後の流下能力 
4,100m3/s 

浸水被害軽減効果 
・浸水面積 41ha 
・浸水世帯数 26世帯 

■皿島地区 

当面整備計画流量 
5,200m3/s 

堤防整備後の流下能力 
5,200m3/s 

浸水被害軽減効果 
・浸水面積 18ha 
・浸水世帯数 17世帯 

家
屋
浸
水
被
害
の
解
消 



6.費用対効果分析【河川改修（全体事業、残事業）】 

事業全体に要する費用（Ｃ）は、約1,406億円であり、事業の実施による総便益は約12,686億円。これをも
とに算出される費用便益比（Ｂ／Ｃ）は9.0となる。（前回評価Ｂ／Ｃ5.5） 

平成27年以降の残事業費に要する総費用（Ｃ）は約715億円であり、この事業の実施によりもたらされる総
便益（Ｂ）は約3,256億円。これをもとに算出される費用便益比（Ｂ／Ｃ）は4.6となる。 

○評価基準年次：平成26年度（前回評価基準年：平成23年度） 
○総便益（B)：・便益（治水）については評価時点を現在価値化の基準点とし、治水施設の整備期間と

治水施設の完成から50年間までを評価対象期間にして年平均被害軽減期待額を割引率
を用いて現在価値化したものの総和 

       ・残存価値：将来において施設が有している価値 
○総費用（C)：・評価時点を現在価値化の基準時点とし、治水施設の整備期間と治水施設の完成から50

年間までを評価対象期間にして、建設費と維持管理費を割引率を用いて現在価値化し
たものの総和 

       ・建設費：最上川改修に要する費用（残事業は、H27年度以降） 
        ※実施済の建設費は実績費用を計上 
       ・維持管理費：最上川の維持管理に要する費用 
○割引率：「社会資本整備に係る費用対効果分析に関する統一的運用指針」により4.0%とする 

■感度分析 

            全体事業（B/C）   残事業

（B/C） 

残事業費（+10%～-10%）  

残 工 期（-10%～+10%）  

資  産（+10%～-10%）   

■費用対効果分析 

      前回評価 今回評価 前回評価との 
      全体事業 残事業 全体事業 残事業 主な変更点 
  項 目   （H14～H43） （H24～H43） （H14～H43） （H27～H43）   

      現在価値化 現在価値化   
Ｃ 建設費 ① 2,872億円 729億円 1,329億円 657億円 ・評価基準年の変更 

・当面整備の見直し 
・維持管理費の見直し 

費 維持管理費 ② 174億円 46億円 77億円 58億円 

用 総費用 ③=①+② 3,046億円 775億円 1,406億円 715億円 

Ｂ 便益 ④ 16,743億円 5,979億円 12,655億円 3,222億円 ・評価基準年の変更 
・資産の更新に伴う変更 
・河道評価年次の変更 

便 残存価値 ⑤ 36億円 26億円 31億円 34億円 

益 総便益 ⑥=④+⑤ 16,779億円 6,005億円 12,686億円 3,256億円 

費用便益比（CBR） Ｂ／Ｃ 5.5 7.7 9.0 4.6   
純現在価値（NPV） Ｂ－Ｃ 13,733億円 5,230億円 11,280億円 2,541億円   
経済的内部収益率（EIRR） 14.7% 38.6% 41.5% 22.0%   
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8.2～10.0 4.2～5.0 

9.0～9.1 4.5～4.6 

8.5～9.5 4.1～5.0 

※前回評価は、河川整備計画に含まれるすべての整備項目における建設費及び便益費により、算定しています。 
 今回評価は、「河川及びダム事業の再評価実施要領細目」に基づき、「ダム事業における評価単位については、原則事業採択の単位とする」こととさ 
 れているため、河川事業とダム事業を分けて評価しております。 



6.費用対効果分析【河川改修（当面事業（概ね6年））】 

当面事業（H27～H32）に要する総費用（Ｃ）は、約221億円であり、事業の実施による総便益は約318億円。
これをもとに算出される費用便益比（Ｂ／Ｃ）は1.4となる。（前回評価Ｂ／Ｃ2.2） 

○評価基準年次：平成26年度（前回評価基準年：平成23年度） 
○総便益（B)：・便益（治水）については評価時点を現在価値化の基準点とし、治水施設の整備期間と治水施設の完成から50年間までを評価対象期間にして年平均被害軽減期待額を割引率を用いて現在

価値化したものの総和 
       ・残存価値：将来において施設が有している価値 
○総費用（C)：・評価時点を現在価値化の基準時点とし、治水施設の整備期間と治水施設の完成から50年間までを評価対象期間にして、建設費と維持管理費を割引率を用いて現在価値化したものの総和 
       ・建設費：最上川改修に要する費用（残事業は、H27年度以降） 
        ※実施済の建設費は実績費用を計上 
       ・維持管理費：最上川の維持管理に要する費用 
○割引率：「社会資本整備に係る費用対効果分析に関する統一的運用指針」により4.0%とする 

■費用対効果分析 
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      前回評価 今回評価 前回評価との 
      当面事業 当面事業 主な変更点 
  項 目   （H24～H29） （H27～H32）   

      現在価値化 現在価値化   
Ｃ 建設費 ① 224億円 174億円 ・評価基準年の変更 

・事業実施内容の相違 
・維持管理費の見直し 

費 維持管理費 ② 45億円 47億円 

用 総費用 ③=①+② 269億円 221億円 

Ｂ 便益 ④ 581億円 309億円 ・評価基準年の変更 
・事業実施内容の相違 
・資産の更新に伴う変更 

便 残存価値 ⑤ 8億円 9億円 

益 総便益 ⑥=④+⑤ 589億円 318億円 

費用便益比（CBR） Ｂ／Ｃ 2.2 1.4   
純現在価値（NPV） Ｂ－Ｃ 321億円 97億円   
経済的内部収益率（EIRR） 11.20% 6.7%   



7.河川情報の共有化 

 最上川流域における雨量や水位等のデータは、災害時の重要な情報となることから、洪水被害の未然防止
及び被害軽減を図るため、報道機関やインターネット等を活用して速やかに地域住民へ河川情報を提供して
います。 
さらに、光ファイバーによる情報ネットワークを整備し、河川情報カメラの映像等を関係機関へ直接提供し、
市町村等との情報共有化（山形県内では、平成26年8月現在22市町村へ提供）を推進しています。 

●河川情報の共有化 

山形県 

遊佐町 

真室川町 

金山町 

最上町 
新庄市 

戸沢村 

酒田市 

鶴岡市 大蔵村 

舟形町 

尾花沢市 

東根市 

天童市 

西川町 

大江町 

山形市 

中山町 

山辺町 

上山市 南陽市 

高畠町 

長井市 

小国町 

飯豊町 

川西町 

最上川 

赤川 

米沢市 

朝日町 

白鷹町 

大石田町 

村山市 

河北町 

鮭川村 

※山形県内（赤川流域を含む） 

［ＣＣＴＶ映像の共有］ 

〈配信可能な映像情報〉 

①河川ＣＣＴＶカメラ画像 
②ヘリコプター画像 
③現地災害カメラ画像 

※山形河川国道事務所のホームページにおいて最上川の雨量・水位

情報やＣＣＴＶの情報をリアルタイムに確認出来ます。 

［ホームページでの掲載状況］ 

CCTV情報 
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●まるごとまちごとハザードマップ 

 住民・自治体と連携して、「洪水ハザードマップ」の浸水エリア、浸水の深さ、避難ルートなどを把握す
るために実際にまちなかを点検し、その情報を現地に表示するなどして地域防災力を向上させる取り組みを
実施しています。 

地図を使い、避難ルート 
危険箇所を検討 

（標識の例） 

■これまでに14市町村30地区で実施 
・長井市（館町南） 
・天童市（寺津） 
・川西町（門の目、東他屋、中の他屋、高山） 
・河北町（吉野、舞台、荒小屋、押切、田井、山王） 
・南陽市（梨郷、砂塚、竹原） 
・中山町（桜町、梅ヶ枝町、いずみ、あおば） 
・大江町（百目木） 
・大石田町（大石田、今宿、来迎寺）  
・真室川町（新栄町） 
・大蔵村（清水）   ・戸沢村（古口、蔵岡） 
・酒田市（落野目）  ・鶴岡市（斎） 
・庄内町（千河原） 

地図を使い、避難ルート危険箇所を検討 検討マップを基に実際にまちを歩き、点検を実施 

検討マップを基に実際にまちを歩き、点検を実施 

庄内町 戸沢村 

川西町 

8.ソフト対策（危機管理体制の構築） 
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 天端の幅5.5m

余裕高1.2m ▽
HWL

天端の幅5.5m

余裕高1.2m ▽
HWL

天端の幅5.5m

余裕高1.2m ▽
HWL

天端の幅5.5m

余裕高1.2m ▽
HWL

築  堤 

堤防強化 

河道掘削 

【コスト削減策③ 伐採木のリサイクル】 

【コスト削減策① 掘削土砂の有効利用】  

積み込み状況  

9.コスト縮減 

河道整備では、河道掘削による発生土砂を堤防整備へ有効活用するとともに他事業と調整しながらコスト削減に努
めます。  

工法への工夫や新技術の積極的な採用等によりコスト縮減に努めます。 

管理河川に生い茂った樹木を伐採してくれた方々へ無償提供しています。従来は廃棄物として処分していたものを
有効活用していただくことにより処分費等のコスト削減を図っています。 

伐採状況  

新しい大旦川排水機場  
 コラム型水中モータポンプの10台（1m3/s×10台）の採用により、

コンクリート上屋の規模の縮小など工事コストの縮減に努めて
います。 

改築後（平成26年6月完成）の大旦川排水機場のポンプ設備 

【コスト削減策② 排水機場改築】 
 堤防除草で発生した刈草や、樹木伐採で発生した伐採木について一
般の方に無償で提供しています。従来は廃棄物として処分していたも
のを有効活用していただくことにより処分費等のコスト削減を図って
います。 

※最上川上流において、約165t（平成25年度）を提供。 

 河道整備では、河道掘削による発生土砂を堤防
整備へ有効活用するとともに他事業と調整しなが
らコスト縮減に努めています。 

※道路事業盛土に約70,000m3（平成25年度）を活用。 
  梨郷道路 約20,000m3 
  高畠道路 約50,000m3 
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須 
川 

河道掘削状況 
（山形市中野目地区） 

堤防拡幅状況 
（河北町大富地区） 



10.山形県からの意見 

山形県知事から、事業の継続に異議は無いとの回答をいただいている。 
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11.対応方針（原案） 
①事業の必要性に関する視点 

 洪水による災害発生の防止及び軽減に関しては、『上流部で戦後に起きた最大規模の洪水である昭和42年8月洪水（羽越豪雨）と、中
流～下流部で戦後に起きた最大規模の洪水である昭和44年8月洪水の二つの洪水と同等規模の洪水が再び発生した場合に想定される住
家への氾濫被害を防ぐとともに、農耕地については平成9年6月洪水と同等規模の洪水による冠水を極力軽減させる』ことを整備の目標
とする。 

②事業の進捗の見込みの視点 

 最上川本川については、上流部で戦後最大規模の洪水である「昭和42年8月洪水（羽越豪雨）」と、中流～下流部で戦後最大規模の洪水
である「昭和44年8月洪水」と同規模の洪水が再び発生した場合に想定される住家への氾濫被害を防ぐとともに、農耕地については平成9
年6月洪水と同規模の洪水による冠水を極力軽減させることを整備目標とし、上下流の治水安全度のバランスに配慮しながら段階的に整
備を進めます。また、堤防の質的整備を進めます。 

 平成9年6月洪水規模の洪水から家屋の浸水被害解消を図るべく、中流部の堤防未整備区間の堤防整備をはじめ、沿川に資産が集中してい
る上流部の支川須川の河道掘削・橋梁架替、堤防の質的整備等を実施します。 

 また、平成25年、26年の出水を受け、内水被害に対する対策及び大規模な洪水被害があった支川吉野川について、河道掘削を実施します。 

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 

 河道整備では、河道掘削による発生土砂の堤防整備へ有効活用を図るとともに他事業と調整しながら有効活用を図る。 
 工法への工夫や新技術の積極的な採用等によりコスト縮減に努める。 
 堤防の刈草や河道の伐採木等は、地域の方々への無償で利用していただくなど、処分費の縮減に努める。 
 代替案立案の可能性については、現時点においても、社会情勢や経済情勢の大きな変化はなく、計画規模を超える洪水も発生していな

いことから、現計画が最も効率的かつ効果的と判断している。 

④地方公共団体等の意見 

 山形県知事の意見 
●本事業は、県民の生命と暮らしを守る基幹的な防災事業であり、また、気候変動が進展する中で、今後、益々重要性が増してくる事業で 
 あることから、事業の継続に異議はありません。 

⑤対応方針（原案） 

 事業継続 
 ●事業の必要性、重要性には変化はなく、費用対効果等の投資効果も確認できることから、河川改修事業については事業を継続する。 

 費用対便益比（B/C）が全体事業で9.0、残事業で4.6、当面事業で1.4となっており、今後も本事業の投資効果が期待できる。 
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